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自己紹介

Name 家中賢作（いえなか けんさく）

2009.4 つくば市入庁 障害福祉課

2010.4 一般財団法人地方自治研究機構（総務省外郭団体） 出向

2013.4 総務課

2016.4 情報政策課 現在に至る。

Key words

①情報公開、個人情報保護

②マイナンバー制度の総合調整、特定個人情報保護評価、マイナンバーカード普及促進

③庁内データ利活用の推進、オープンデータの推進、データ利活用研修計画

④デジタル・ガバメント推進

※2019年途中から
スマートシティ戦略室の兼務
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1 つくば市紹介
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茨城県 つくば市

245,958人（2021年1月1日現在）

➢ 市の人口 年間約3,500人増

150 研究機関の数

10,000人 在留外国人（140の国と地域）

➢ 科学のまち

20,000人 研究関係者の数

8,000人 博士号の数

東京駅から約1時間、成田国際空港から約1時間の好アクセス



つくば市情報化推進計画（社会像）

• 持続可能都市を目指し、「誰一人取り残さない」という包摂の精神のもと、市民中心

の行政サービスを実現する。

• 情報通信技術（ICT）や様々なデータを活用することで、地域の課題解決や市民生活

の向上に資する取組を進めていく。

１ シビック・データ・イノベーション
多様な市民がデータを用いて自ら地域課題を解決できる社会

２ パーソナライズ＆プッシュ
市民が必要な情報を適時・的確な形で受け取り活用できる社会
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つくば市情報化推進計画（方向性）

データ・ICTを活用する環境づくり
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イノベーションスイッチCivic Hack Tsukuba
（仮称）

庁内体制の強化
（WG等）
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つくば市デジタル・ガバメント推進本部
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出典：デジタルシティTSUKUBA2019
筑波大学川島宏一教授 発表資料から抜粋

データスペクトラムとは？

データには、オープンデータとクロー

ズドデータの間に、限定共有するこ

とができる領域であるシェアード

データという考え方があります。

これからの自治体は、公開・共有す

る価値を十分に見いだせずに庁内

に死蔵していたクローズドデータに

ついて、利用者の制限や利用目的

の制限を整理することで、必要な時

には、限定共有できるシェアード

データとして活用することが重要で

す。
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出典：デジタルシティTSUKUBA2019
Code for Japan 関氏 発表資料から抜粋
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2 データ提供者としての自治体



世の中の情報

庁内で保有する情報
（住民情報、業務情報）

オープンデータ

データ
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データ
データ利活用

ツール

取込➡

⇦可視化・分析

簡単
good

GIS

BI

Excel
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※オープンデータにできるデータだけでなく、

庁内利用できるデータも含めて全てのデータを棚卸ししています。

何があるの？



何があるの？

自分たちが持っているデータ を認識できる。 庁内・庁外で使えるデータの 当たりがつく。
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※オープンデータにできるデータだけでなく、
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※オープンデータにできるデータだけでなく、

庁内利用できるデータも含めて全てのデータを棚卸ししています。

つくば市保有データ一覧として、
データ一覧をオープンデータにしています。



3 データ利活用の考え方
Tsukuba Model



官民データ活用推進基本法
デジタルガバメント実行計画
オープンデータ基本指針
オープンデータ必須
EBPM
・
・
・

全庁理解が必要

一、オープンデータを公開すること（官民データ法）
一、庁内利活用を実施すること（EBPM）

どうやって？

データ利活用必至の自治体

自治体がデータ利活用で直面する問題
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2022年～地理総合 必修化
30年告示）解説 地理歴史編 平成30年7月
🔎「GIS」 37件高等学校学習指導要領（平成
地理総合の記述：「目標」の項、「内容」の項
GISが組み込まれている

大学でGISを習得した学生が十分に教員にされてない状況（谷2019）
GISを使える社会科（地理）教員の不足

2022年 高校1年生
｜
2025年 高卒
2027年 短大・専門卒
2029年 大卒
2031年 修士卒

2029年にはGISで可視化できる世代が入ることが当たり前になる

10年後に自治体が人材の受入れ態勢を充実させる必要

データ利活用と共に、GIS利活用が今後ますます推進される

自治体がデータ利活用で直面する問題
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全職員に同質の理解が必要か？

データ利活用の庁内理解普及
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全職員に同質の理解が必要か？→不要

データ利活用の庁内理解普及
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全職員に同質の理解が必要か？→不要

管理職はデータ利活用を高い視点から俯瞰するための理解
実務職はデータ利活用を実施することの理解

データ利活用の庁内理解普及
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全職員に同質の理解が必要か？→不要

管理職はデータ利活用を高い視点から俯瞰するための理解
実務職はデータ利活用を実施することの理解

職層別に適した理解やスキルを普及したい

データ利活用の庁内理解普及
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全職員に同質の理解が必要か？→不要
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職層別に適した理解やスキルを普及したい

職層別に実施しているもの…人事研修

データ利活用の庁内理解普及

（地方公務員法39条に基づく）
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全職員に同質の理解が必要か？→不要

管理職はデータ利活用を高い視点から俯瞰するための理解
実務職はデータ利活用を実施することの理解

職層別に適した理解やスキルを普及したい

職層別に実施しているもの…人事研修

人事研修は参加必須の研修…強制的な普及が可能

データ利活用の庁内理解普及

（地方公務員法39条に基づく）
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全職員に同質の理解が必要か？→不要

管理職はデータ利活用を高い視点から俯瞰するための理解
実務職はデータ利活用を実施することの理解

職層別に適した理解やスキルを普及したい

職層別に実施しているもの…人事研修 ←有効利用

人事研修は参加必須の研修…強制的な普及が可能

データ利活用の庁内理解普及

（地方公務員法39条に基づく）
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外部で実施されるデータリテラシー研修例

⚫ データアカデミー（総務省事業 Code for japanが実施）

短時間のワークショップを中心に、地方公共団体職員等がデータ活用の一連
の 流れを習得するための新しい研修方法です。データ検証して課題を認識
し、GIS等を活用して課題の見える化を実施。その上で、課題解決策の仮説を
立て、効果測定方法を検討し、効果を試算する。

⚫ その他、休日に開催される類似セミナー

データ利活用の庁内理解普及 － 人事研修の活用
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立て、効果測定方法を検討し、効果を試算する。

⚫ その他、休日に開催される類似セミナー

意欲のある職員（及び、誘われた職員）が参加
参加する職員は、自治体職員のごく一部

データ利活用の庁内理解普及 － 人事研修の活用
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外部で実施されるデータリテラシー研修例

⚫ データアカデミー（総務省事業 Code for japanが実施）
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立て、効果測定方法を検討し、効果を試算する。

⚫ その他、休日に開催される類似セミナー

意欲のある職員（及び、誘われた職員）が参加
参加する職員は、自治体職員のごく一部

データ利活用は全職員が取り組まなければならない。 ⇨ 人事研修を活用

データ利活用の庁内理解普及 － 人事研修の活用
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データ利活用

理解を得る（必要性・重要性）

高度な
データ利活用ができる

利活用に適した
データを理解する

利活用ツールを
使える

①理解レベルを設定

職層別に適した理解やスキルを普及

データ利活用の庁内理解普及 － 人事研修の活用
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管理職 実務職 １割の職員データ利活用

理解を得る（必要性・重要性）

高度な
データ利活用ができる

利活用に適した
データを理解する

利活用ツールを
使える

①理解レベルを設定

②職層（＋α）ごと
に

データ利活用の庁内理解普及 － 人事研修の活用

職層別に適した理解やスキルを普及

45



管理職 実務職 １割の職員データ利活用
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利活用ツールを
使える

①理解レベルを設定

②職層（＋α）ごと
に目標到達レベルを
設定

〔管理職〕
課長補佐・課長級

〔実務職〕
主事・主任級
主査・係長級

データ利活用の庁内理解普及 － 人事研修の活用

職層別に適した理解やスキルを普及
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管理職 実務職 １割の職員データ利活用

理解を得る（必要性・重要性）

高度な
データ利活用ができる

利活用に適した
データを理解する

利活用ツールを
使える

その狙いは

職層別に適した理解やスキルを普及

データ利活用の庁内理解普及 － 人事研修の活用
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管理職 実務職 １割の職員データ利活用

理解を得る（必要性・重要性）

高度な
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管理職 実務職 １割の職員データ利活用

理解を得る（必要性・重要性）

高度な
データ利活用ができる

利活用に適した
データを理解する

利活用ツールを
使える

その狙いは

職員全員が分析でき
なくても良い

職員は、
分析できるデータや
環境を意識する。

職層別に適した理解やスキルを普及

データ利活用の庁内理解普及 － 人事研修の活用
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次の階級で

次の階級で

要検討
特別研修の実施

実務職（主事・主任）

理解する

実務職（主査・係長）

実際に動かす

管理職
データ利活用理解

概ね60歳

10年

10年

10年

データ利活用研修受講者数

現職層
⇩

現職層の研修を
受講できない職員への対応

⇩

自治体がデータ利活用で直面する問題の解決を目指す

各職務において１度は受講必須の研修を活用（研修計画に基づく基本研修）
例：主査に昇格する過程で、必ず研修Ⅰを受講しなければならない。

2019年度の受講者数合計：191人
研修Ⅰ（主事・主任）：134人
研修Ⅱ（主査）：28人
研修Ⅲ（課長・課長補佐）：29人

年間約150名を想定
2030年には約1900名が受講
（1,924名：2019年度実績）

2030年に在職する現職職員は、
ほぼ全員が受講することになる。
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管理職 実務職 １割の職員

講習型 講習＋
実習型

職員のオープンデータ
に対する理解レベル 自由参加

研修

職員のデータ利活用
に対する理解レベル

データリテラシーのある職員数

あるものを出す

編集できる
データ形式で出す

利活用しやすい
データ形式で出す

汎用性の高い
データを提供する

理解を得る（必要性・重要性）

高度な
データ利活用ができる

利活用に適した
データを理解する

利活用ツールを
使える

少

時間経過による変化

多

人事研修と職層別のレベル分けで庁内普及を目指す
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どのようにして、10年後までに全職員にデータリテラシーを教育するか？？

➡職層別の人事研修（全職員に職務に適した研修を受けさせることが可能）
➡研修効果：研修前後にアンケートを実施し比較
一部では理解が深まったことが確認され、研修の効果が見込まれた。
2018年度、2019年度のの受講者数実績から、10年後には1900人強の累計
受講者数となり、つくば市の全職員がデータ利活用研修を受講することとなる。

法令による
自治体データ利活用の義務

「地理総合」必修化による
GIS人材の受け皿的準備

職層別
人事研修
（強制）

データ
利活用
環境
＋
人材

10年
受講者
1,900人

10年の間で、人的環境の他、データ利活用のためのシステム環境が整備されることが理想的
つくば市データリテラシー教育モデル（仮称）となるように研修の継続とブラッシュアップが必要

データ利活用の庁内理解普及 まとめ
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4 データ利活用研修
Tsukuba Model



2017.11データ利活用のためのGIS導入を検討

2017.12システムデモ しかし…

データ利活用研修の取組経緯
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2017.11データ利活用のためのGIS導入を検討

2017.12システムデモ しかし…

ツール（GIS）があっても理
解が無いと使われない

データ利活用研修の取組経緯
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2017.11データ利活用のためのGIS導入を検討

2017.12システムデモ しかし…

ツール（GIS）があっても理
解が無いと使われない
また高額な使わないシステムを…

予算削減なのに新規導入？？？

データ利活用研修の取組経緯
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2017.11データ利活用のためのGIS導入を検討

2017.12システムデモ しかし…

【理想】
全職員で使えるシステム
無駄と言われないシステム
ローコストなシステム

データ利活用研修の取組経緯
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2017.11データ利活用のためのGIS導入を検討

2017.12システムデモ しかし…

多くの職員が理解することを
優先した方が良いのでは？

データ利活用研修の取組経緯
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2017.11データ利活用のためのGIS導入を検討

2017.12システムデモ しかし…

データ利活用研修の取組経緯
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2017.11データ利活用のためのGIS導入を検討

2017.12システムデモ しかし…

この理解を庁内に普及させることから
はじめる

データ利活用研修の取組経緯
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2017.11データ利活用のためのGIS導入を検討

2017.12システムデモ →ワークショップを
実施しよう

データ利活用研修の取組経緯
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2017.11データ利活用のためのGIS導入を検討

2017.12システムデモ →ワークショップを
実施しよう

2018.02GISを利用した課題解決ワークショップの
トライアル的実施
（業務発注）

業者がGIS操作をすることで
職員はワーク（課題解決）に

集中することができた

データ利活用研修の取組経緯
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GISを利用した課題解決ワークショップ

空間的課題解決チャート（IMC）

課題解決に地図情報を使うとともに、GISの基本的な知識を習得する

67

No. 課題・目的 背景図 レイヤ１ レイヤ２ その他 処理、組み
合わせ方等

地図のタイトル

１ 小学校区単
位で不審者
出没数の傾
向を見て、自
治強化の方
針を立てる

住宅地
図

不審者情
報

小学校
区

箇所数を
面で集計

小学校区別
不審者出没
状況図

思考の流れ

点
線
面

出典：「GISを使った主題図作成講座 －地域情報をまとめる・伝える－」（浦河豪ほか）

©朝日航洋株式会社

データ利活用研修の取組経緯
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GISを利用した課題解決ワークショップ

ワーク成果

データ利活用研修の取組経緯
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GISを利用した課題解決ワークショップ

IMC
ワーク成果

データ利活用研修の取組経緯
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上下水道の普及率マップ

世帯データと、上水道関連施設の給水区域データを重ねてみることで、地域差の問題を
見える化した。他に、配管図も載せたい等の意見が出た。

可視化

データ利活用研修の取組経緯
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2017.11データ利活用のためのGIS導入を検討

2017.12システムデモ →ワークショップを
実施しよう

2018.02GISを利用した課題解決ワークショップの
トライアル的実施
（業務発注）

2018.04人事研修にデータ利活用研修を盛り込む

データ利活用研修の取組経緯
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2018.04 人事研修にデータ利活用研修を盛り込む

データ利活用研修の取組経緯
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2018.04 人事研修にデータ利活用研修を盛り込む

2018.06 地方公共団体におけるデータ利活用ガイドブック Ver.1.0

データ利活用研修の取組経緯

73



2018.04 人事研修にデータ利活用研修を盛り込む

2018.06 地方公共団体におけるデータ利活用ガイドブック Ver.1.0

「データアカデミー」を実施：データ活
用人材研修プログラム

自治体の実際の課題をテーマに
ワークショップ形式でデータ活用のシ
ミュレーションを行う研修

データの活用人材の育成

2018.02 GISを利用した課題解決
ワークショップのトライアル的実施

つくば市も

データ利活用研修の取組経緯
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2018.04 人事研修にデータ利活用研修を盛り込む

2018.06 地方公共団体におけるデータ利活用ガイドブック Ver.1.0

「データアカデミー」を実施：データ活
用人材研修プログラム

自治体の実際の課題をテーマに
ワークショップ形式でデータ活用のシ
ミュレーションを行う研修

データの活用人材の育成

2018.02 GISを利用した課題解決
ワークショップのトライアル的実施

発想と内容は
ほぼ同質

つくば市も

データ利活用研修の取組経緯
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2018.04 人事研修にデータ利活用研修を盛り込む

2018.06 地方公共団体におけるデータ利活用ガイドブック Ver.1.0

「データアカデミー」を実施：データ活
用人材研修プログラム

自治体の実際の課題をテーマに
ワークショップ形式でデータ活用のシ
ミュレーションを行う研修

データの活用人材の育成

2018.02 GISを利用した課題解決
ワークショップのトライアル的実施

同じタイミングで
取組ができている

つくば市も

データ利活用研修の取組経緯
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2018.04 人事研修にデータ利活用研修を盛り込む

2018.06 地方公共団体におけるデータ利活用ガイドブック Ver.1.0

「データアカデミー」を実施：データ活
用人材研修プログラム

自治体の実際の課題をテーマに
ワークショップ形式でデータ活用のシ
ミュレーションを行う研修

データの活用人材の育成

2018.02 GISを利用した課題解決
ワークショップのトライアル的実施

間違った方針ではなかった！

つくば市も

データ利活用研修の取組経緯
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2018.04 人事研修にデータ利活用研修を盛り込む

2018.06 地方公共団体におけるデータ利活用ガイドブック Ver.1.0

「データアカデミー」を実施：データ活
用人材研修プログラム

自治体の実際の課題をテーマに
ワークショップ形式でデータ活用のシ
ミュレーションを行う研修

データの活用人材の育成

2018.02 GISを利用した課題解決
ワークショップのトライアル的実施

つくば市が、さらに発展させたものが

つくば市も

データ利活用研修の取組経緯
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2018.04 人事研修にデータ利活用研修を盛り込む

2018.06 地方公共団体におけるデータ利活用ガイドブック Ver.1.0

「データアカデミー」を実施：データ活
用人材研修プログラム

自治体の実際の課題をテーマに
ワークショップ形式でデータ活用のシ
ミュレーションを行う研修

データの活用人材の育成

2018.02 GISを利用した課題解決
ワークショップのトライアル的実施

↑人事研修化

つくば市も

データ利活用研修の取組経緯

79



次の階級で

次の階級で

要検討
特別研修の実施

実務職（主事・主任）

理解する

実務職（主査・係長）

実際に動かす

管理職
データ利活用理解

概ね60歳

10年

10年

10年

データ利活用研修受講者数

現職層
⇩

現職層の研修を
受講できない職員への対応

⇩

自治体がデータ利活用で直面する問題の解決を目指す

各職務において１度は受講必須の研修を活用（研修計画に基づく基本研修）
例：主査に昇格する過程で、必ず研修Ⅰを受講しなければならない。

2019年度の受講者数合計：191人
研修Ⅰ（主事・主任）：134人
研修Ⅱ（主査）：28人
研修Ⅲ（課長・課長補佐）：29人

年間約150名を想定
2030年には約1900名が受講
（1,924名：2019年度実績）

2030年に在職する現職職員は、
ほぼ全員が受講することになる。
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大学教授や有識者、自治体経験者による講演会

データ利活用研修Ⅰ（講習）実務職（主事・主任）

オープンデータにつ
いての基礎を理解す
る。

データを可視化して
現象を捉えることを
学ぶ。

データ利活用の事例
等を学ぶ。

データ利活用の庁内理解普及 － 人事研修の活用
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活用しやすいデータの作成体験ワークショップ データ利活用の実践を見据
えた実習

利活用ツールとしてGISを採
用し、複数のデータを組み
合わせて課題を捉える。

利活用するためのデータの
在り方について検討し、
データ加工等を実施

データアカデミー（総務省
実証）と似た内容であり、
GISの活用研修の効果に期待
できる。
※取り組みはじめの時期が重複し、
参考にしていない。

データ利活用研修Ⅱ（講習＋実習）実務職（主査）

データ利活用の庁内理解普及 － 人事研修の活用
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大学教授や有識者、自治体経験者による講演会 部下のデータ利活用
を促進できるような、
上長としての心構え
を学ぶ。

データ利活用のため
の取組を高い視点か
ら俯瞰できるように
する。

講師役は、自治体OB
職員に依頼

データ利活用研修Ⅲ（講習）管理職（課長補佐・課長級）

データ利活用の庁内理解普及 － 人事研修の活用
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データ利活用研修Ⅱ（主査級）
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データ利活用研修Ⅱ（主査級）
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データ利活用研修Ⅱ（主査級）

86

2020年度は、

管理職研修で実施



データ利活用研修Ⅱ（主査級） ワーク①

87



データ利活用研修Ⅱ（主査級） ワーク①－ 空間的課題解決チャート（ＩＭＣ）
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データ利活用研修Ⅱ（主査級） ワーク②
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データ利活用研修Ⅱ（主査級） ワーク②
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データ利活用研修Ⅱ（主査級） ワーク③－ ＩＭＣを基に地図を作成
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地図にIMCで検討したレイヤーを重ねてみる
（例）
・要援護者のプロット（ランダム発生ポイント）
・ハザードマップ
・淡色地図

淡色地図

要援護者のプロット
（ランダム発生ポイント）

ハザードマップ

これらのデータを重ね合わせてみると、
どのように見えるか頭の中で考える。

データ利活用研修Ⅱ（主査級） ワーク③－ ＩＭＣを基に地図を作成
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つくば市の地図にいろいろなレイヤーを重ねてみる
・要援護者のプロット（ランダム発生ポイント）
・ハザードマップ

淡色地図

要援護者のプロット
（ランダム発生ポイント）

ハザードマップ

データ利活用研修Ⅱ（主査級） ワーク③－ ＩＭＣを基に地図を作成
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淡色地図

要援護者のプロット
（ランダム発生ポイント）

ハザードマップ

つくば市の地図にいろいろなレイヤーを重ねてみる
・要援護者のプロット（ランダム発生ポイント）
・ハザードマップ

データ利活用研修Ⅱ（主査級） ワーク③－ ＩＭＣを基に地図を作成
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淡色地図

要援護者のプロット
（ランダム発生ポイント）

ハザードマップ

つくば市の地図にいろいろなレイヤーを重ねてみる
・要援護者のプロット（ランダム発生ポイント）
・ハザードマップ

データ利活用研修Ⅱ（主査級） ワーク③－ ＩＭＣを基に地図を作成
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淡色地図

要援護者のプロット
（ランダム発生ポイント）

ハザードマップ

つくば市の地図にいろいろなレイヤーを重ねてみる
・要援護者のプロット（ランダム発生ポイント）
・ハザードマップ

ハザードマップ上の
ポイントから優先的に
避難を検討する(?_?)

データ利活用研修Ⅱ（主査級） ワーク③－ ＩＭＣを基に地図を作成
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淡色地図

要援護者のプロット
（ランダム発生ポイント）

ハザードマップ

つくば市の地図にいろいろなレイヤーを重ねてみる
・要援護者のプロット（ランダム発生ポイント）
・ハザードマップ

ハザードマップ上の
ポイントから優先的に
避難を検討する(?_?)

地図上でいろいろなデータを可視化す
ると、新たな発見がある。

データ利活用研修Ⅱ（主査級） ワーク③－ ＩＭＣを基に地図を作成
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データ利活用研修Ⅱ（主査級） ワーク④－ データトリアージ

データを課活用しやすい環境
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データ利活用研修Ⅱ（主査級） ワーク④－ データトリアージ

データのアクセス制限
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データ利活用研修Ⅱ（主査級） ワーク④－ データトリアージ
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データトリアージ研修の結果 データ利活用研修Ⅲ（課長補佐、課長級）
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5 Hack My Tsukuba

Hack My Tsukuba 2019



取組を進めるきっかけ

データ・ICTを活用する環境づくり

情
報
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化

災
害
・
危
機
管
理
体
制
の
構
築

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

デ
ー
タ
活
用
の
推
進

を
み
ん
な
で
享
受
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

ICT

イノベーションスイッチCivic Hack Tsukuba
（仮称）

庁内体制の強化
（WG等）

出所：つくば市情報化推進計画
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市民や職員だけでなく、
他業種・異業種も含め
て広く意見を募った方
が新しい発想が生まれ
やすい。

つくば市顧問
（政策イノベーション担当）

筑波大学
公共イノベーション研究室
川島 宏一教授

取組を進めるきっかけ

写真出典：デジタルシティTSUKUBA 2019
（G20茨城つくば貿易・デジタル経済大臣会合サポート事業）



目的

•市民が自ら課題解決策を考えていく、オープンでフラットな、

ディスカッションと解決策提案の機会を提供すること。

企業 市民

行政
大学・
研究機関

Hack My Tsukubaが

目指すもの

多様な主体による

データの共有・活用を通じた

地域の課題解決
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目的

市民の方、企業の方、行政

の方、大学・研究機関の方

といった様々な主体がいま

す。

企業 市民

行政
大学・
研究機関

•市民が自ら課題解決策を考えていく、オープンでフラットな、

ディスカッションと解決策提案の機会を提供すること。
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目的

行政・大学・研究機関が

協力して、ある政策を

行っても、市民の方は必

要としていないかもしれ

ません。

企業 市民

行政
大学・
研究機関

•市民が自ら課題解決策を考えていく、オープンでフラットな、

ディスカッションと解決策提案の機会を提供すること。
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目的

それぞれが得意とするとこ

ろを持ち寄り、知恵を出し

合うことで、地域の課題解

決に取り組もうというものシェア共創

オープン

•市民が自ら課題解決策を考えていく、オープンでフラットな、

ディスカッションと解決策提案の機会を提供すること。
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目的

つくばから

新たな

好循環を
シェア共創

オープン

•市民が自ら課題解決策を考えていく、オープンでフラットな、

ディスカッションと解決策提案の機会を提供すること。
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オープンデータ・アイディアソンin Tsukuba
※2017年度 筑波大学川島研究室と共催で開催

110

2018年度からイベント名を「Hack My Tsukuba」と変え、今年で4年目となる。



内容

• 2019年度は、「Hack My Tsukuba 2019」と題して、3回実施

• 「誰もが取り残されず、自分らしく生きるまち」をテーマに、主に高齢者福祉にかかわる
課題解決をディスカッションした。

【特徴】

➢既に公開されているオープンデータだけでなく、市が保有する業務データを
参考に、疑似データを作成し、これらのデータを基に、市民と一緒に高齢者
福祉を中心に課題解決策を考えるアイデアソンを開催したこと。

➢筑波大学大学院授業として、学生がメインファシリテータを担う。

➢参加者は、元医師、元大学教員、コンサルタント、つくば市職員ら専門知識
のある方など30人程度

➢GISやExcelを使って、データの可視化、地域の課題解決のために、どのよ
うなデータを活用すればいいか検討した。
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内容

つくば市
保有データ

疑似データ作成
（協力企業：NEC)

デ
ー
タ
作
成

疑似データ

HACK MY TSUKUBA
(アイデアソン)

参酌

疑似データは、つくば市業務データを参酌して作成した架空のデータであり、疑似データの形式は、個人情報保護
委員会規則第11条及び総務省｢地方公共団体が保有するパーソナルデータの効果的な活用のための仕組みの在り方に
関する検討会報告書｣の｢個人情報保護委員会規則第11条第4号及び第5号に関するガイドラインの記述に対する補
足｣に準ずる｢匿名加工データの形式｣に酷似するように作成しています。

オープンデータ

公開可能なデータ

業務
データ

(個人情報含む)

住民基本台帳情報
レセプトデータ
医療機関診療情報
介護サービス受給情報
特定健診情報
健診結果情報 など

つくば市 筑波大学
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内容

つくば市
保有データ

疑似データ作成
（協力企業：NEC)

デ
ー
タ
作
成

疑似データ

HACK MY TSUKUBA
(アイデアソン)

参酌

疑似データは、つくば市業務データを参酌して作成した架空のデータであり、疑似データの形式は、個人情報保護
委員会規則第11条及び総務省｢地方公共団体が保有するパーソナルデータの効果的な活用のための仕組みの在り方に
関する検討会報告書｣の｢個人情報保護委員会規則第11条第4号及び第5号に関するガイドラインの記述に対する補
足｣に準ずる｢匿名加工データの形式｣に酷似するように作成しています。

オープンデータ

公開可能なデータ

業務
データ

(個人情報含む)

住民基本台帳情報
レセプトデータ
医療機関診療情報
介護サービス受給情報
特定健診情報
健診結果情報 など

つくば市 筑波大学
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内容

つくば市
保有データ

疑似データ作成
（協力企業：NEC)

デ
ー
タ
作
成

疑似データ

HACK MY TSUKUBA
(アイデアソン)

参酌

疑似データは、つくば市業務データを参酌して作成した架空のデータであり、疑似データの形式は、個人情報保護
委員会規則第11条及び総務省｢地方公共団体が保有するパーソナルデータの効果的な活用のための仕組みの在り方に
関する検討会報告書｣の｢個人情報保護委員会規則第11条第4号及び第5号に関するガイドラインの記述に対する補
足｣に準ずる｢匿名加工データの形式｣に酷似するように作成しています。

オープンデータ

公開可能なデータ

業務
データ

(個人情報含む)

住民基本台帳情報
レセプトデータ
医療機関診療情報
介護サービス受給情報
特定健診情報
健診結果情報 など

つくば市 筑波大学
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課題 分析方針 データ

A

社会保障制度の限界 → 互助社会の必要性
お互いの支え合い（場所、仕組み、インセンティ
ブ）がない。
➡ 三世代交流サロン（支えられる側：老々世
帯、介護世帯等、支える側：元気な前期高齢
者）の設置

住基データから、中学校区ごとの0-
11歳、40-64歳、65-103歳の人口
を比較し、三世代交流サロンの利用
者人口を把握する。

住民基本台帳情報
中学校区、性別、生年
月日、続柄など

B

つくば市は広く、地域によって困りごとが異なっ
ている。
（具体例）急激な人口増加に伴い学校の教室
不足が発生している。通院に時間がかかる。
➡ 様々な問題があるが、人口データから要因
を分析する。

行政区別・年齢別データをコーホート
分析し、未就学児童の増加の推移を
2014年～2019年について調べる。

オープンデータ
行政区別・年齢別デー
タ

C
コミュニティが希薄である。
➡つくば市に在住する介護が必要な方に対し
て、高齢者（65歳以上）が協力できている状態
としたい。

中学校区ごとに65歳以上75歳未満
の高齢者、 75歳以上の高齢者をそ
れぞれ抽出、併せて健康人口（保健
指導なし）を算出し、健康率（健康人
口／高齢者人口）を比較する。

レセプトデータ
（国民健康保険、後期
高齢者医療）
（中学校区、性別、生年
月日、保健指導レベル、
喫煙、飲酒など）

内容

各グループの課題と分析方針（抜粋）
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課題 分析方針 データ

A

社会保障制度の限界 → 互助社会の必要性
お互いの支え合い（場所、仕組み、インセンティ
ブ）がない。
➡ 三世代交流サロン（支えられる側：老々世
帯、介護世帯等、支える側：元気な前期高齢
者）の設置

住基データから、中学校区ごとの0-
11歳、40-64歳、65-103歳の人口
を比較し、三世代交流サロンの利用
者人口を把握する。

住民基本台帳情報
中学校区、性別、生年
月日、続柄など

B

つくば市は広く、地域によって困りごとが異なっ
ている。
（具体例）急激な人口増加に伴い学校の教室
不足が発生している。通院に時間がかかる。
➡ 様々な問題があるが、人口データから要因
を分析する。

行政区別・年齢別データをコーホート
分析し、未就学児童の増加の推移を
2014年～2019年について調べる。

オープンデータ
行政区別・年齢別デー
タ

C
コミュニティが希薄である。
➡つくば市に在住する介護が必要な方に対し
て、高齢者（65歳以上）が協力できている状態
としたい。

中学校区ごとに65歳以上75歳未満
の高齢者、 75歳以上の高齢者をそ
れぞれ抽出、併せて健康人口（保健
指導なし）を算出し、健康率（健康人
口／高齢者人口）を比較する。

レセプトデータ
（国民健康保険、後期
高齢者医療）
（中学校区、性別、生年
月日、保健指導レベル、
喫煙、飲酒など）

内容

各グループの課題と分析方針（抜粋）
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課題 分析方針 データ

A

社会保障制度の限界 → 互助社会の必要性
お互いの支え合い（場所、仕組み、インセンティ
ブ）がない。
➡ 三世代交流サロン（支えられる側：老々世
帯、介護世帯等、支える側：元気な前期高齢
者）の設置

住基データから、中学校区ごとの0-
11歳、40-64歳、65-103歳の人口
を比較し、三世代交流サロンの利用
者人口を把握する。

住民基本台帳情報
中学校区、性別、生年
月日、続柄など

B

つくば市は広く、地域によって困りごとが異なっ
ている。
（具体例）急激な人口増加に伴い学校の教室
不足が発生している。通院に時間がかかる。
➡ 様々な問題があるが、人口データから要因
を分析する。

行政区別・年齢別データをコーホート
分析し、未就学児童の増加の推移を
2014年～2019年について調べる。

オープンデータ
行政区別・年齢別デー
タ

C
コミュニティが希薄である。
➡つくば市に在住する介護が必要な方に対し
て、高齢者（65歳以上）が協力できている状態
としたい。

中学校区ごとに65歳以上75歳未満
の高齢者、 75歳以上の高齢者をそ
れぞれ抽出、併せて健康人口（保健
指導なし）を算出し、健康率（健康人
口／高齢者人口）を比較する。

レセプトデータ
（国民健康保険、後期
高齢者医療）
（中学校区、性別、生年
月日、保健指導レベル、
喫煙、飲酒など）

内容

各グループの課題と分析方針（抜粋）
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課題 分析方針 データ

A

社会保障制度の限界 → 互助社会の必要性
お互いの支え合い（場所、仕組み、インセンティ
ブ）がない。
➡ 三世代交流サロン（支えられる側：老々世
帯、介護世帯等、支える側：元気な前期高齢
者）の設置

住基データから、中学校区ごとの0-
11歳、40-64歳、65-103歳の人口
を比較し、三世代交流サロンの利用
者人口を把握する。

住民基本台帳情報
中学校区、性別、生年
月日、続柄など

B

つくば市は広く、地域によって困りごとが異なっ
ている。
（具体例）急激な人口増加に伴い学校の教室
不足が発生している。通院に時間がかかる。
➡ 様々な問題があるが、人口データから要因
を分析する。

行政区別・年齢別データをコーホート
分析し、未就学児童の増加の推移を
2014年～2019年について調べる。

オープンデータ
行政区別・年齢別デー
タ

C
コミュニティが希薄である。
➡つくば市に在住する介護が必要な方に対し
て、高齢者（65歳以上）が協力できている状態
としたい。

中学校区ごとに65歳以上75歳未満
の高齢者、 75歳以上の高齢者をそ
れぞれ抽出、併せて健康人口（保健
指導なし）を算出し、健康率（健康人
口／高齢者人口）を比較する。

レセプトデータ
（国民健康保険、後期
高齢者医療）
（中学校区、性別、生年
月日、保健指導レベル、
喫煙、飲酒など）

内容

各グループの課題と分析方針（抜粋）
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内容

【考察】
北部、南部は65歳人口の割合が多く、10歳以下人口の割合が少ないが、
中心部はその逆で65歳人口の割合が少なく、10歳以下人口の割合が多かった。
三世代交流サロンを設置する際、配慮が必要

チームＡ（互助社会実現に向けた三世代交流サロン）
表 地域ごとの各年代の人口とその割合

図 65歳以上人口を10歳以下人口で割った値をプロットした地図

筑波（北部）

茎崎（南部）

春日（中心部）
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内容

【考察】
北部、南部は65歳人口の割合が多く、10歳以下人口の割合が少ないが、
中心部はその逆で65歳人口の割合が少なく、10歳以下人口の割合が多かった。
三世代交流サロンを設置する際、配慮が必要

チームＡ（互助社会実現に向けた三世代交流サロン）
表 地域ごとの各年代の人口とその割合

図 65歳以上人口を10歳以下人口で割った値をプロットした地図

筑波（北部）

茎崎（南部）

春日（中心部）
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内容

【考察】
北部、南部は65歳人口の割合が多く、10歳以下人口の割合が少ないが、
中心部はその逆で65歳人口の割合が少なく、10歳以下人口の割合が多かった。
三世代交流サロンを設置する際、配慮が必要

チームＡ（互助社会実現に向けた三世代交流サロン）
表 地域ごとの各年代の人口とその割合

図 65歳以上人口を10歳以下人口で割った値をプロットした地図

筑波（北部）

茎崎（南部）

春日（中心部）
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内容
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1

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.250 -0.260 -0.330 -0.230

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.300 -0.300 -0.250 -0.240

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.290 -0.250 -0.240 -0.220

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.220 -0.200 -0.230 -0.170

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.160 -0.160 -0.240 -0.160

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.170 -0.230 -0.220 -0.140

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.130 -0.150 -0.120 -0.160

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.140 -0.140 -0.150 -0.160

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.130 -0.110 -0.130 -0.100

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.130 -0.090 -0.090 -0.110

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.080 -0.100 -0.110 -0.100

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.080 -0.080 -0.070 -0.090

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.080 -0.090 -0.080 -0.070

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.050 -0.070 -0.060 -0.060

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.070 -0.070 -0.060 -0.050

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.050 -0.040 -0.040 -0.040

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.040 -0.050 -0.050 -0.040

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.020 -0.040 -0.030 -0.030

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.040 -0.030 -0.020 -0.020

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.020 -0.030 -0.030 -0.040

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.020 -0.020 -0.030 -0.020

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.020 -0.020 -0.020 -0.020

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.020 -0.020 -0.020 -0.020

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.010 -0.010 0.000 -0.020

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.010 -0.010 -0.020 -0.020

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.010 -0.010 -0.010 -0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.010 -0.010 -0.010 -0.020

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.010 0.000 -0.010 -0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.010 -0.010 -0.010 -0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.010 0.000 0.000 0.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.010 -0.010 0.000 -0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.010 -0.010 0.000 0.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.010 0.000 -0.010 0.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .000 -0.010 0.000 -0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .000 0.000 0.000 -0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .000 0.000 -0.010 -0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.010 0.000 -0.010 0.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.010 0.000 0.000 -0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .000 0.000 0.000 -0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.020 0.000 0.000 0.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.020 0.000 -0.010 0.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.010 0.000 0.000 0.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.010 0.000 0.000 0.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.010 0.010 0.000 0.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.010 0.000 0.000 0.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .000 0.000 0.000 0.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.010 0.010 0.000 -0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.010 0.010 0.010 0.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .000 0.000 0.010 0.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .000 0.010 0.000 0.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.010 0.000 0.000 -0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .000 0.000 -0.010 0.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .010 0.010 0.010 0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .010 0.000 0.000 0.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .000 0.000 0.000 0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .000 0.010 0.010 0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .010 0.010 0.000 0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .000 0.010 0.010 0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .000 0.010 0.010 0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .010 0.010 0.010 0.020

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .020 0.020 0.020 0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .010 0.010 0.020 0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .000 0.020 0.010 0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .020 0.030 0.020 0.020

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .010 0.020 0.010 0.020

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .020 0.020 0.020 0.030

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .030 0.020 0.010 0.020

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .010 0.010 0.010 0.020

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .020 0.030 0.010 0.030

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .020 0.030 0.020 0.020

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .020 0.010 0.020 0.030

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .050 0.050 0.010 0.020

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .030 0.010 0.010 0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.010 0.000 0.000 -0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.030 -0.050 -0.060 -0.040

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.030 -0.030 -0.010 -0.020

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.010 0.000 0.010 0.060

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .000 0.020 0.050 0.060

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .050 0.040 0.060 0.060

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .070 0.080 0.060 0.060

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .120 0.150 0.130 0.100

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .070 0.090 0.090 0.070

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .000 0.000 0.000 0.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.010 0.000 -0.010 0.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! -0.010 0.010 0.000 -0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .000 0.000 0.000 0.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .010 0.010 0.010 0.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .010 0.020 0.010 0.010

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .010 0.000 0.010 0.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .010 0.010 0.010 0.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .010 0.010 0.010 0.020

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .010 0.020 0.010 0.020

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .010 0.000 0.010 0.020

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .010 0.020 0.020 0.030

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .010 0.000 0.020 0.020

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .010 0.040 0.020 0.030

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .000 0.010 0.020 0.020

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .030 0.020 0.020 0.030

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 .050 0.060 0.050 0.090
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行政区別年齢別人口データから
コーホート分析した結果（転居・転入）(2014～2019年)

チームＢ（地域ごとの困りごと分析）
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内容

【考察】
学園の森義務教育学校区域の未就学児童数の年度別増加数に注目して調査した結果、出産数に比べ転入し
てくる未就学児童数が約5倍であることが分かった。
➡小学校の必要規模を把握するためには出産数のみでなく転入数の正確な把握が大事であることが判った。
人口の推移を分析することにより教育・介護などの色々な分野で必要とされる対策が予測できる！

0歳児はつくば市での出産数と仮定すると、翌年の＋1歳の人口増減は転出入と想定される。
つくば市での出産数と転入数を同学年で比べてみると2014年に生まれたお子さんの数が6年後に4.9倍
になっていた。

チームＢ（地域ごとの困りごと分析）
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内容

【考察】
学園の森義務教育学校区域の未就学児童数の年度別増加数に注目して調査した結果、出産数に比べ転入し
てくる未就学児童数が約5倍であることが分かった。
➡小学校の必要規模を把握するためには出産数のみでなく転入数の正確な把握が大事であることが判った。
人口の推移を分析することにより教育・介護などの色々な分野で必要とされる対策が予測できる！

0歳児はつくば市での出産数と仮定すると、翌年の＋1歳の人口増減は転出入と想定される。
つくば市での出産数と転入数を同学年で比べてみると2014年に生まれたお子さんの数が6年後に4.9倍
になっていた。

チームＢ（地域ごとの困りごと分析）
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内容

【考察】
学園の森義務教育学校区域の未就学児童数の年度別増加数に注目して調査した結果、出産数に比べ転入し
てくる未就学児童数が約5倍であることが分かった。
➡小学校の必要規模を把握するためには出産数のみでなく転入数の正確な把握が大事であることが判った。
人口の推移を分析することにより教育・介護などの色々な分野で必要とされる対策が予測できる！

0歳児はつくば市での出産数と仮定すると、翌年の＋1歳の人口増減は転出入と想定される。
つくば市での出産数と転入数を同学年で比べてみると2014年に生まれたお子さんの数が6年後に4.9倍
になっていた。

チームＢ（地域ごとの困りごと分析）
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4.9倍
転入数
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効果・成果

アイデアソン
のべ参加者数

2017年度 85名
2018年度 112名 合計 283名
2019年度 86名

協力企業・団体数
10団体（2017年～2019年）
NEC、朝日航洋、ウエルシア、クロノファクトリー、ツクキャ
リ、筑波銀行、関彰商事、カスミ、ウェルモ、JIPDEC

実装アイデア
チャットボットサービス
（市民窓口、子育て分野、介護分野など）

職員の知識向上
疑似データの作成過程において、情報政策課職員がデータ作成
の検討に加わったことで、非識別加工情報等のリテラシー向上

のべアイデア数

44件（2017年～2019年）
「ひとり暮らし高齢者の困りごと解決」や「多世代コミュニ
ケーションの場」など地域貢献につながる様々なアイデアが出
てきている。

メディア掲載

日経クロステック
つくば市が約24万人分の「疑似市民データ」で
全国初のアイデアソンを開いたワケ
https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/01244/031700002/
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期待される効果

HACK MY TSUKUBA
(アイデアソン)

それぞれの
部署へ持ち帰り
ブラッシュアップ

疑似データから
実データへ

自治体の内部で
組織の壁を越えて
データを活用する
環境を構築

様々なアイデア

つくば市 筑波大学

職員自らが
庁内でシェアできる
データに気づく

オープンデータも
増えていく

高齢者の
健康づくり

子育て
環境整備

地域経済
の活性化

127



• 今後の検討事項として、アイデアソンへの職員参加を特別研修として研修化すること
で、自治体職員だけでは思いつかないアイデアを持ち帰り政策立案に活かす循環が生
まれる強固な体制を構築していく。

HACK MY TSUKUBA
(アイデアソン)

市職員
特別研修
による参加

それぞれの
部署へ

データ
利活用

環境
＋

データ
＋
人材

市職員
任意参加

次年度以降の
アイデアへ

様々なアイデア

つくば市 筑波大学

筑波大学
大学院授業
学生参加

今後の予定

高齢者の
健康づくり

子育て
環境整備 地域経済

の活性化
今後は…
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• 2020年度は、オンライン開催し、アイデアはそれぞれの部署へ

HACK MY TSUKUBA
(アイデアソン)

市職員
特別研修
による参加

それぞれの
部署へ

データ
利活用

環境
＋

データ
＋
人材

市職員
任意参加

次年度以降の
アイデアへ

様々なアイデア

つくば市 筑波大学

筑波大学
大学院授業
学生参加

今後の予定

高齢者の
健康づくり

子育て
環境整備 地域経済

の活性化

今後は…
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地方公共団体における統計データ利活用表彰（総務省）

130



6 振り返り（まとめ）



まとめ

・ データ提供者としての自治体

・ データ利活用の考え方 ～Tsukuba Model～

・ データ利活用研修 ～Tsukuba Model～

・ Hack My Tsukuba
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御清聴、ありがとうございました！

つくば市

政策イノベーション部 情報政策課

（兼）スマートシティ戦略室

TEL：029-883-1111

E-mail：pln021@city.tsukuba.lg.jp

URL：http://www.city.tsukuba.lg.jp/


